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Ⅴ．特記事項  

1.地理学科の学生による研究活動 

 地理学科では、GIS(Geographic Information System:地理情報システム)を活用した教育

を実施しており、勉強会等を通じた学生の自主的な活動を推進している。平成 29(2017)年

度に学生が構築した地理教育用コンテンツ『SONIC』は、ハザードマップや地震の最大震度

予測図等の情報をスマートフォン等で素早く閲覧できるシステムで、GIS の活用を学校教

育の現場で実例として示すだけでなく、誰もが手軽に防災情報へアクセス可能となること

によって防災にも役立つものとなっている。この研究は国土地理院主催の平成 30(2018)年

度「Geo アクティビティコンテスト」で発表され、地理教育賞を受賞したほか、主体とな

った学生と地理学科教員の共著で図書を出版するなど、積極

的に外部へのアピールを進めており、現在でも学生による更

新とコンテンツの追加が続いている。 

 その他にも、外部発表や調査研究を積極的に行っている。

令和 3(2021)年には企業主催の WEBポスター展示会において、

「ストーリーマップ」(GISにより地図と写真・説明文を組み

合わせて地域の特徴を説明するもの)部門の品評会で大賞を

獲得した。この準備のために、学生たちは自主的に市役所や

資料館を訪問し、必要なデータの使用許可を申請するなど、

室内作業にとどまらない活動を行った。 

こうした活動は、GIS 企業の事例集に掲載され、高い評価

を受けるとともに卒業生の就職にも繋がっている。 

 

2.社会学部「社会体験実習」での学外活動 

 社会学部総合社会学科では、2 年次の必修科目「社会体験実習」で、企業や NPO 法人、

社会福祉法人等と連携した学外活動を行っている。 

 そのうち、奈良市内の土産物ショップ「絵図屋」を実習先とする「絵図屋プロジェクト」

では、同ショップで扱う商品の開発と販促企画を行った。2年次生の学生 14人と有志学生

のボランティアが 3つのチームに分かれて活動し、

学生らしいアイデアをいかした「ならンプ(トラン

プ)」、マスクケース、トートバッグを企画した。こ

れらの商品は同ショップで販売されている。 

 また、上記の活動と並行して本学 PR用マスクの企

画・製作を行った。担当講師の協力の下、「絵図屋プ

ロジェクト」に参加した学生全員で色やデザインを

検討し、令和 2(2020)年 12月に本学入学センターへ

納品した。このマスクは一般販売せず、本学の広報

ツールとして高校生等へ配付している。
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